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迎
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今
年
は
、
公
益
法
人
と
し
て
の
組
織
強
化
を
！

公
益
社
団
法
人
　
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長

横
山
　
利
恵
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
を
席
巻
し
、
甚
大
な
自
然
災
害

が
頻
発
し
よ
う
と
、
時
は
流
れ
今
年
も
初
本
を
迎
え
ま
し
た
〓

時
代
の
変
化
と
と
も
に

（１
）
価
値
観
の
多
様
化

（２
）
「
家
」

か
ら

「個
人
」
へ
の
意
識
変
化
、
ま
た

（３
）
生
活
圏
の
拡
大

（４
）

物
質
的
な
出
里
か
さ
に

一５
，

情
報
通
信
技
術

（Ｉ
Ｃ
Ｔ
一
の
普
及

等
に
よ
っ
て
．
地
域
の
連
帝
感
や
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
と
吾

わ
れ
て
い
ま
す
‐
ま
た
、少
子
高
齢
化
も
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
．．

障
が
い
者
福
祉
を
掲
げ
る
本
会
と
し
て
も
こ
の
急
激
な
社
会
変

化
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
２５
年
に

「
公
益
社
団
法
人
化
」
を
し
ま

し
た
し
し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
化
は
進
み
、
そ
こ
で
今
ま

で
の

「公
益
目
的
事
業
」
を
精
査
し
、見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
の
中
で
、
現
在
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
―
分

に
活
用
し
た
事
業
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
す
え
た
、

一
方
通
行

の
研
修
会
や
講
演
会
の
あ
り
方
を

【参
加
者
主
体
型
】
に
変
革
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（情
報
通
信
技
術
）
と
は
、
Ｐ

Ｃ
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
、
色
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使

っ
た
情
報
処
理
や
通
信
技
術
の
総
称
で
す
．

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
含
め
た
も
の
で
す
．

こ
れ
は
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
と
い
え
ま
す
‐

本
会
で
は
、
●
九
州
運
輸
局
■
管
の
移
動
等
円
滑
化
評
価
会
議

九
州
分
科
会

（旧
バ
リ
ア
フ
リ
ー
会
議
）
に
て
毎
年
、
意
見
発
表
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
●
平
成
２８
年
度
か
ら
出
前
講
座
を
開
催
し
、

疑
似
体
験
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
．

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
で
は

「キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
組

織
し
、
そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
、
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
関
係
で
筑
後
地
区
と
筑

豊
地
区
に

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
福
岡

県
ヘ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
疑
似
体
験
活
動
に
予
算
計
上
を
要
望
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
見
送
ら
れ
ま
し
た
．
と
は
い
え
、
今
年
も
出
前

講
座
を
続
け
、
新
規
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
と
も
に
知

的

・
発
達
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
推
進
し
ま
す
。

障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒

の

一
日
の
生
活
は
、
【学
校
】
【枚

課
後
等
デ
ィ
】
【家
庭
】
と
生
活
の
場
や
関
わ
る
人
は
違

つ
て
い

て
も
、
本
人
の
よ
り
よ
い
発
達
保
障
を
行
う
に
は
互
い
の
連
携

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
．

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
は
、
精
神

的
に
不
安
定
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
そ
れ
ら

の
連
携
は
特
に
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
ｃ

福
岡
県
育
成
会
と
し
て
は
、以
ド
の
点
を
重
点
的
に
収
組
み
ま
す
．

（１
）
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
と
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
．．

（２
）
教
育
委
員
会
、
校
長
会
等
に
要
望
を
提
出
し
ま
す
ｃ

大
会
や
相
談
員
研
修
会
は
、
現
状
を
大
き
く
変
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
い
う
相
談
会
・学
習
会
と
は
、
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
で
の
問
題
や
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
と
を
話
し
合
う
会
で

す
．
身
近
な
話
題
を

ア
ー
マ
に

「
お
金
の
か
か
ら
な
い
学
習
会
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

実
際
に
取
り
組
む
に
は
次
の
課
題
を
克
服
し
、
ま
ず
出
来
る

こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
．

⌒１
）
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
問
題
や
課
題
の
把
握

（２
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
財
政
的
課
題

（３
）
様
々
な
障
が
い
団
体
と
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（４
）
正
会
員
の
組
織
強
化
と
人
材
育
成
な
ど

一手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
の
課
題
と
し
て
、

●
会
員
の
高
齢
化

●
会
員
で
役
員
の
な
り
手
が
な
い

０
会
員
の
減
少
、
等
が
共
通
し
て
あ
り
ま
す
〕

こ
の
課
題
解
決
の
特
効
業
は
、
子
ど
も
が
就
学
前
や
学
齢
期
に

あ
る
保
護
者
の
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
と
い
え
ま
す
．

全
国
の
育
成
会
の
中
に
は
そ
の
課
題
に
向
け
、
若
い
親
の
加
人

促
進
を
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
．
福
岡
県
育
成
会

と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
を
講
演
会
や
学

習
会
を
通
じ
て
広
報
し
て
い
き
ま
す
．

虎
は

一
口
に
千
早
を
行
く
が
如
く
、
勢
い
の
あ
る
育
成
会
活
動

を
日
指
し
て
い
き
ま
す
，
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岡
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2

家
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の
連
携

３
●
小
さ
な
相
談
会
・学
習
会
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

私
た
ち
は
頑
張

っ
て
い
ま
す
！

¨
●

コ
ロ
ナ
禍
、
当
会
会
員
の
中
か
ら

「
総
会
が
開
催
で
き
な
い
」
「
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
活
動
が
で
き
な
い
」
な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の

一
方
で
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ

ナ
ヘ
向
け
て
の
研
修
会
や
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
ご
参
考
ま

で
に
報
告
を
兼
ね
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

研
修
会
期
目

一
令
和
３
年
１１
月
２０
日

（土
）

研
究
会
場
所

一
春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
議
室

講
師

一
世
田
谷
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
長
　
渡
辺
　
伸
　
氏

演
題

一
「親
な
き
後
に
備
え
る
」

研
修
会

の
参
加
者
は
、
現
地
研
修
者
３５

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
３０
名
、
研
修
内

容
も
大
変
好
評
を
陣
し
ま
し
た
．
そ
の
内

容
に

つ
い
て
は
省
き
ま
す
が
、
育
成
会
か

す
が
の
皆
さ
ん
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に

あ
た
り
、
そ
の
た
め
の
情
報
機
器
等

の
整

備
と
経
費
、
加
え

て
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
確

保
な
ど
大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
‐
し
か
し
、

初

め

て
の
オ

ン
ラ
イ

ン
研
修
会

を
終
え

て
、
育
成
会
か
す
が

の
皆
さ
ん
は

「
ウ
イ

ズ

コ
ロ
ナ
で
の
研
修
会
開
催
」
に
自
信
を

持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
．

ワ
ク
チ
ン
接
種
や

「
万
が

一
感
染
し
た
ら
」
と
い
つ
た
不
安
の
中
で
実

施
を
見
送

っ
た
会
員
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で

「何
と
か
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
？
」
と
実
施
に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

判
断
が
分
か
れ
た
の
は
致
し
方
な
い
と
い
え
ま
す
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中

「感
染
防
止
対
策
の
工
夫
」
の
一
端
を
嘉
麻
市
と

筑
後
市
の
育
成
会
の
実
践
例
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
参
考
に
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【生
活
訓
練
事
業
】

☆
嘉
麻
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

目
的
の
第

一
を

「感
染
防
止
対
策
の
実
地
体
験
」
と
し
、①
野
外
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

（調
理
）
②^
ミ
カ
ン
狩
り

（園
内
、往
復
の
感
染
防
止
対
策
）

（③
）買
物
訓
練
（施
設
内
で
の
対
策
）
の
三
つ
の
活
動
を
期
日
を
変
え
て
、

本
人
の
希
望
で
選
択
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

☆
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

目
的
の
第

一
を

「感
染
防
止
対
策
の
実
地
体
験
」
と
し
、
一　
つ
の
異

な
る
体
験
を
す
る
た
め
、
近
場
を
選
択
し

（と
も
に
福
岡
市
）
南
区

柏
原
）
、
●
パ
フ
ェ
作
り
の
実
習
体
験

（施
設
内
感
染
防
止
対
策
）
と

●
い
も
ほ
り
体
験
（野
外
活
動
時
の
感
染
防
止
対
策
）を
さ
せ
ま
し
た
，

お
詫
び

（紙
面
の
関
係
で
全
て
の
会
員
の
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）

嘉麻市手育成会 検温と消毒

筑後市手育成会 いもほり体験

受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

¨

★
大
牟
田
知
的
障
害
者
育
成
会

副
理
事
長
　
宮
崎
み
ち
代

氏

※
福
岡
県
大
会
は
２
年
続
け
て
中

止
と
な
り
ま
し
た

の
で
受
賞
者

は
あ
り
ま
せ
ん
．　
　
　
　
　
　
　
¨

「手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が
」

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
開
催Ｌ

曇
一讐
一書
奪
一一斎
一肇
要
妻
型
姜

一一「一「一一一罐
「襲
蒻
｝

★
中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
　
長
　
井
上
　
　
浩

氏

儡
良

鰊
磋
靱

☆
飯
塚
市
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会

元
会
長

野
上

和
男

氏
（故
人
）

★
筑
後
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会

顧

問

深
町

忠
男

氏

☆
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が

役

員

西
田

紀
代
子

氏
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団体保険制度「おたすけプラン」について

私たち育成会は、障害のある人の権利を守 り、

本人の発達、教育、労働、生活のために必要な政

策を提言する活動を進めています。共生社会を目

指すわが国においては、今後も新たな社会の仕組

みや制度、法律が必要となるため、私たちも引き

続き役割を担っていきたいと考えます。

こうした社会への働 きかけと同時に、障害のあ

る本人とその生活を支える家族 を守ってい くこと

も必要 とな |)ま すらそうした目的のために新たな

事業 として、「おたすけプラン」をスター トいた し

ました.

育成会連合会の会員と本人のための支え合いの

活動として、育成会の団体保険「おたすけプラン」

にご加入いただきますよう、よろしくお願い中し

ロデます「,

一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会

理事長  久保 厚子

パンフレット

藝影

珀猾狡塞 警 _尋鑽筐艦..警 警 II彗らしきめ
==け

プランを軸
=キ

t
鶴鐘爵謬磯懸駁量贔 |_1事●|,,3を ,ま′■:,Iiイ ,ィ1=

障かいの′7)るこ本人もこち0入でき、がん診断保険金や入院、通院 .往診の他に
高額な抗がん詢,=療 .先進医籍にも対応した充実のがん保限です .

が島卦薫治難
彗‐鐘ま
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意鑽羹ぎら、幾議翡も
参賓滋、いの鐵議です。
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(全国手をつなぐ育成会連合会HPよ り原文転載)

保険期間 令和3年10月 1日 午後4時 から令和4年 10月 1日 午後4時 (1年 間,

育成会員「がんのおたすけプラン 」

轟戯轟鰺穣亀曹‡参ず響ンと!ま?

■

■

_̈がん入軸 態、

電酵‐嗜鐘彗警参Å鏑鶴難難雛難審
霧鷺畿懸ヽし議す.

ら
'ん外葉:意療候黙島は、

■

'■

諄キ●■重菫■

==■
:|■

:=手でヽお支払いします.

「おたすけプラン」のパンフレット・お申込書類は (一社)全国手をつなぐ育成会連合会HPに掲載
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【全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人
発
足
記
念
式
典

（令
和
２
年
度

・
３
年
度
全
国
大
会
代
替
式
典
）】

○
開
催
方
法

・
時
期

・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
視
聴
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
送
付
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

・
令
和
３
年
１２
月
２０
日

（月
）
に
収
録
、
令
和
４
年
１
月
下

旬
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

送
付

【全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

○
開
催
方
法

・
時
期

・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
予
定

・
令
和
４
年
３
月
上
旬
予
定

【第
２
回
福
岡
県
知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

兼

会
員
研
修
会

開
催
】

・
令
和
４
年
２
月
９
日

（水
）
１３

一
〇０
～
１５
¨
３０

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

ー
階
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

【法
人
関
係

令
和
３
年
度
第
２
回
理
事
会
】

・
令
和
４
年
３
月
４
日

（金
）
１〇
一
３０
～

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
東
棟
６
階
　
福
祉
特
２

■
口
■
＋昨

年
１１
月
２０
日
未
明
、
福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会

前
監
事
、
飯
塚
市
手
を

つ
な
ぐ
親

の
会
前
会
長
の
野
上

和
男
氏
が
、
薬
石
の
効
な
く
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
．

故

野
■
和
男
氏

の
ご
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、

在
り
し
日
の
姿
を
偲
び
、

こ
こ
に
謹
ん
で
、
お
悔
や
み
中
し
上
げ
ま
す
．

福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
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情報 0交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 1日 3,900円 (送料別)

※送料は日数によって異なり、

1回 (1冊 )の場合は年間240円 です.

【購読料のうち一口当たり50円 を災害発生時の
見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ11/12月 号表紙

【次号予告】(仮題)

★ 1月号特集
「本人の高齢化で知っておきたいこと」

★今月の問題
「行動障害のある人への支援について」

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です.

是非、ご協力をお願いします.

◆会費(個人会員)1回  2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

Iご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電話 :092-584-4374「 AX:092-584-4378

E-11lail l infO(`:1量 _ikusei.Org

IIP:httpsi//fk_ikuse1 0rg/
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ヲ爵
―エンパワーメントとは(empowerment)一

定義については種々ありますが、なんらかの理由で、力のない個人や

集団が、「すべての人は潜在的な能力をもっている」という価値観に基づ

き力や権限を与えられることにより「できる」という積極的な白L」 を作 |)

出すことによってその欠如要因を克服 し、自分に心理的、社会的な力を

獲得していく過程やその帰結をいいますじ

社会福祉政策において、従来のサービスを提供するや |,方 と別に、受

益者に直接手1度す補助金を増やして、それを選択する権利を与え、政府

の介人や裁量を減らすという考えがありますが、総合支援

法はエンパヮーメント支援事業をいまだ位置づけておりま

せん。

け
ａ
「

御
、
メ

「
コ
ロ
ナ
禍
は
征
圧
で
き
る
」
と

い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
や
、
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
人
の
抗
体
力
が
増
加
す
る
と

い
う

の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
過
去
に
は
、
イ
ナ
ゴ
の
大
群
が
農
作

物
を
襲

い
、
赤
潮
の
異
常
発
生
が
漁
業
者
を
追

い

詰
め
た
現
象
で
、
そ
の

「
お
さ
ま
り
」
に
つ
い
て

は
、
謎
の
ま
ま
過
ぎ
去

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
．

世
界
的
な

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
場
合
は
、
人

為
的
に
終
息
さ
せ
る
と
断
言
で
き
る
か
ど
う
か
、

不
安
は
残
―，
ま
す
。

そ
し
て
、
様

々
な
意
見
の
中
に

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
流
行
は
、
人
類
が
構
築
し
て
き
た
文

化
の
方
向
に
対
す
る
警
告
だ
」
と

い
う
見
方
も
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
間
中
心
主
義

の
価
値
観
に
変
更
を

迫
る
、
例
え
ば

「共
生
」
と

い
う
考
え
方
を
人
間

社
会

の
み
に
適
用
し
た
こ
と
、
そ
し
て

「
で
き
る
」

こ
と
を
基
準
に
文
化
を
築

い
て
き
た
歴
史

の
過
ち

を
正
す
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
繰
り
返
さ
れ
る
と
言
う

の
で
す
。

昭
和
天
皇
に
「雑
草
と

い
う
名

の
植
物
は
な

い
」

と

い
う
言
葉
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
ど
う

い
う
状

況
下
の
発
吾
だ

っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

「植
物

に
は
固
有

の
名
前
と
生
態
系
が
あ
り
、
雑
草
と

い

う
刊
剌
「
「川
司
ｎ明
し
た
呼
び
方
は
、
人
類
が
自
分
に

有
用
で
な

い
も

の
を
、
偏
見
で
見
て
い
る
証
だ
」

と

い
う
意
味
に
解
し
ま
す
。

こ
の
三百
葉
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
と

「
障
害
者
と

い
う
名

の
人
間
は

い
な

い
」
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
．

障
が

い
者
は
、
政
策
や
事
務
上
の
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
か
ら
の
呼
称
で
は
な
か

っ
た
か
と

思

い
ま
す
。

昨
今
、
「
害
」

の
字

の
表
記
方
法
を
変
え
る
検

討
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に

「新
し
い
価
値

観
」
に
よ
る
、
「
最
初
か
ら
不
利
な
条
件
を
負

っ

て

い
る
人
」

（Ｆ
邑
一８
８

ａ

も
の
あ
ｏ
５
）
と

い
う

発
想
で
考
え

て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

　

（紀
）

十
把

一
絡
げ

＝
多
種
類
の
も

の
を
無
差
別
に
、
価

値

の
低

い
も

の
と
し
て
扱
う

編 λ
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いく せい かし`   こと ば    じ てん

育 成 会 の 言 葉 の 辞 典


